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放射線リスクコミュニケーション相談員支援センター



放射線に係るリスクコミュニケーションに関する最近の取組

○放射線相談員や生活支援相談員等の相談対応にあたる者の連携強化、効果的な
事例の横展開を図るため、「相談員合同ワークショップ」を開催

（平成29年12月27日、内閣府支援チームとの共催）

現場の相談員等の連携を進め、成功事例や失敗事例の共有を図るためのワーク
ショップの設置の提案

○住民を身近で支える相談員の方が抱える現状の課題等の共有や関係省庁・県・市
町村の連携の円滑化を図るため、 「相談員等実務者会合」を開催
（平成29年8月24日、内閣府支援チームとの共催）
【主な意見交換の内容】

国の長期目標である１ｍSvの説明や、放射線による
遺伝不安について教育現場での伝え方の工夫が必要。

生活面での悩みの奥に放射線の話しがあり、相談対応が困難に。
社会福祉協議会や他課との連携した対応が必要。

測定員と住民の間でのコミュニケーションは重要であり、
引き続き、食品測定の環境は確保すべき。

放射線相談員や生活支援相談員等が以下の４つのテーマ
について、経験を共有するとともに、今後の対応について
議論を実施。
① ②
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